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地震防災研究を踏まえた退避行動等に関する作業部会の今後の進め方（案） 

 
 
１．今年度のアウトプット（案） 

  国民一人ひとり（地域の防災担当者、企業、学校の防災担当者などを含む）

が、自らを取り巻く状況（住宅の耐震性、事前対策の有無等）の中で、もっ

とも適切な退避行動をあらかじめ検討する際に有用な、科学的根拠に基づく

情報を提供する。最終的には、いわば、（個人版）推奨退避行動検討支援ツー

ルを提供することを目的とする。 

科学的根拠が提示できない項目については、今後の研究を進展させるため、

必要な研究課題を整理して提示する。 

 

＜その場での退避行動を考える際の資料・ツールの要件イメージ＞ 

 

  ○場所（自宅、学校、職場等）の情報（事前対策状況等）と地震の揺れの情報（震度、

加速度、周期等）により、「危険要因」と「人が体験する困難な状況」を定量的に判

断できる情報と、判断に応じて適切に選択することができる退避行動の選択肢を提

供する。 
 
 
２．作業手順 

（１）現在推奨されている退避行動の整理 

地方公共団体等で現在推奨されている「地震時の心得」とそれに関連し

た「具体的行動指針」について類似性、場合及び時間等で整理し、（Ⅰ）命

を守る、（Ⅱ）火を消す、（Ⅲ）デマに惑わされない、（Ⅳ）隣近所で助け合

う、の４つに集約分類した。（別紙１） 
本作業部会では、第 2 回目作業部会で決定したとおり、現在の推奨され

ている退避行動の可否等の有効性の検証については上記（Ⅰ）を対象とす

るが、必要に応じて（Ⅱ）の関係する部分も考慮することとする。 
その場所の定性的状況と地震の揺れの定性的状況（HAZARD）により、

別紙１の「危険」、「人が体験する困難な状況」及び「具体的対応行動」に

ついて過不足がないか検討する。（例：住居が倒壊する場合がない） 
 

（２）適切な退避行動の検討のための、踏まえるべき環境条件と判断基準の定

量的検討 

場所の条件と地震の揺れの性質により、いかなる「危険」及び「人が体

験する困難な状況」が発生するのか等の「物理的環境の変化」と、ある状

況下で人間はどこまで動けるかという「人間行動可能範囲の変化」の２つ

の方向から定量的に検討する。具体的には、以下の項目について検討する。

なお、定量的な検討に当たっては、極力、既存の研究成果等を活用する。 
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 ２

①場所の状況（環境）の定量的把握（環境について何を検討すべきか） 

(1) その場所では何が環境条件（危険要因）として存在するか検討。（住宅

の耐震性や事前対策の状況等事前に把握しておくべき事項（環境条件）

を整理する。）（危険要因：検討項目の整理） 

(2) その要因がどういう基準で危険として発効するか検討。（各々の環境条

件に対して、それが「危険」となり得る基準（危険の発効基準）につい

て定量的に検討する。）（基準の定量化） 

②震動による環境の変化の把握（環境の変化の範囲の検討） 

「危険」及び「人が体験する困難な状況」について定量化する。 

例：以下の２つの条件をパラメーターとして地震時の家具類の挙動や什

器類の飛散状況等を検討する。（参考：初岡、翠川ほか(2009)；日本建築学

会大会学術講演梗概集） 
(ｱ) 床面の水平加速度 
(ｲ) 床の振動周期 

 

③震動による人間の行動についての把握（人間の行動可能範囲の検討） 

ある揺れのもとでは人はどのような行動ができるか定量的に把握できる

手法を検討・構築する。（人の行動可否確認：歩行可能か、立位を維持可能か、

伏せるしかないか、緊急地震速報にどのような効果があるか等） 
また、環境のその他の条件や制御行動（家具をおさえる、人をかばう等）

により、個人としての適切な退避行動に至らない場合についても考慮する

必要がある。 

 

（３）定量化が困難な項目の研究課題化 

既存の成果では定量化が困難な項目について、どのような研究を行えば

定量化が可能か検討・整理する。（次年度以降への課題） 
 

（４）「具体的対応行動」の優先順位等の検討 

人が体験する困難な状況、行動目的、条件・状況（事前対策の有無、本

震が来るまでの時間等）により変化する、その場で最も適切な「具体的対

応行動」及びその優先順位について検討する。 
 

 

３．成果の活用方法等の検討 

得られた成果について、いかなる（効果的な）活用方法が考えられるか等

社会還元の部分についても可能な限り検討し、最終報告に盛り込む。 

【考慮条件】 

床の条件  ：フローリング、畳、カーペット 
転倒確認対象：家具（幅・高さの比率を変えたもの）、

食卓、椅子、戸棚内の什器 
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様
子
を
見
る

身
を
隠

し
て
頭

を
保
護
す
る

頭
を
保

護
す
る
も
の

＝
座

布
団

、
雑

誌
等

丈
夫

な
家

具
＝

テ
ー
ブ
ル

、
机

、
ベ
ッ
ド
等

履
き
物

を
履

い
て
足

を
守

る

玄
関
な
ど

の
扉
を
開

け
る

【
事

前
】
出

口
を
確
保

す
る
た
め
に
バ
ー
ル

や
斧
を
用
意

大
き
な
家

具
に
身
を
寄
せ
る

係
員
の
指

示
に
従

う

余
震

に
注

意
す
る

地
震
を
感

じ
て

慌
て
て
外
へ

飛
び
出

さ
な
い

扉
を
開

け
る

安
全
な
建

物
へ
入
る

広
い
場

所
へ

避
難

・
移

動

高
台
へ
移

動
す
る

指
定

さ
れ

た
避
難
場
所

に
移

動

安 全 な 場 所 に 移 動

塀
や
電
柱

か
ら
離
れ
る

大
き
な
家

具
に
身
を
寄
せ
る

①
(1

)
①

(2
)

②

③

③
：
資

料
１
で
の
検

討
項
目



2

揺 れ

動 け る

・
家

が
倒

壊
重
大
な
身
的
損

傷
の
可
能
性

ガ
ラ
ス
を
踏

む
可

能
性

屋
内

に
閉

じ
こ
め
ら
れ

る

集
合
状
況
で
統

制
が
と
り
に
く
い

屋
外

で
落
下
す
る

も
の
が
あ
る

屋
外

で
倒
壊
す
る

も
の
が
あ
る

打
撲
の
可

能
性

ど
の

場
所

を
考

え
る
か

集
客

施
設

屋
外

家
（
建

物
？

）

・
家

具
が

あ
る
か

・
上

方
に
何

か
あ
る
か

・
窓

等
ガ
ラ
ス
は

あ
る
か

・
什

器
類

の
配

置
は

・
ど
の

よ
う
な
ド

ア
か

・
エ
レ
ベ
ー
タ
が

あ
る
か

・
耐

震
性

・
設

置
の

仕
方

・
設

置
強

度
等

・
周
囲
に
ガ
ラ
ス
を
割

る
要

因
は

あ
る
か

・
網
が
張
ら
れ
て
る
か

・
戸
棚
の
中
の
什
器
類

の
種
類
や
固
定
状
況

・
停
止
装
置

・
エ
レ
ベ
ー
タ
空
間
が
ゆ

が
む

・
停
電

等

・
ド
ア
枠

の
変

形
の

大
き
さ

・
耐

震
枠

の
使

用

空
間
の
広
さ
、
人
数
、

出
口

の
数

・
配

置
等

・
家

具
の

形
状

・
配

置
・
固

定
等

対
策

の
状

況 ・
設

置
の

仕
方

・ ・
周

囲
の

耐
震

性
・
設

置
の

仕
方

・
地

形
・
地

質
、
含

水
性

等

・
想

定
津

波
高

・
地

盤
高

・
津

波
警

報
の

基
準

等

E
V
に
閉

じ
こ

め
ら
れ
る

重
大
な
身
的
損

傷
の
可
能
性

打
撲
の
可
能
性

土
砂
崩
れ
等
に

巻
き
込

ま
れ

る

津
波
に
の
ま
れ

る

水
に
流
さ
れ
る
、

浸
水
被
害

高
い
所

の
も
の

が
落

下
す
る

窓
等

の
ガ
ラ
ス
が

割
れ
る

エ
レ
ベ
ー
タ
が

止
ま
る

ド
ア
や
窓
が

変
形

し
て
開

か
な
く
な
る

家
具

が
転

倒
す
る

・
外

へ
出

よ
う
と

し
て
い
る
か

・
山

や
崖

・
斜

面
等

の
近
く
に
い
る
か

・
海

の
近

く
に
い

る
か

・
低

地
に
い
る
か

地
盤
が
緩
ん
で
崩
壊

す
る
（
地
滑
り
、
山
崩
れ
、

崖
崩
れ
、
斜
面
崩
壊
）

津
波

が
来
る

浸
水

す
る

出
口

へ
人

が
殺

到

動 け な い

【
基
準
】

・
加
速
度
、
周
期

（
≒
震
度
）

・
揺
れ
が
激
し
い
と

感
じ
る
、
気

が
動

転
す
る
（
少
し
は

軽
減

す
る
）

緊 急 地 震 速 報 あ り

適
切

な
退

避
行

動
の
選
択
ま
で
の
流
れ
及
び
判

断
基

準
適

切
な
退

避
行

動
の
選
択
ま
で
の
流
れ
及
び
判

断
基

準
（
緊

急
地

震
速

報
あ
り
）

（
緊

急
地

震
速

報
あ
り
）

対
象
外

Ye
s

Ye
s

学
校

職
場

別
紙
２

そ
の

状
況

か
ら
退

避
ま
た
は

、
何
ら
か

の
行

動

退
避
後
の

場
所

は

ど
う
い
う
行
動
を

お
こ
し
た
か

何
階
か

対
応

す
る

退
避
行
動
（
B） 身

を
寄

せ
て
暫

く
様
子
を
見
る

身
を
隠

し
て
頭

を
保
護
す
る

頭
を
保

護
す
る
も
の

＝
座

布
団

、
雑

誌
等

丈
夫

な
家

具
＝

テ
ー
ブ
ル

、
机

、
ベ
ッ
ド
等

履
き
物

を
履

い
て
足

を
守

る

玄
関
な
ど

の
扉
を
開

け
る

【
事

前
】
出

口
を
確
保

す
る
た
め
に
バ
ー
ル

や
斧
を
用
意

大
き
な
家

具
に
身
を
寄
せ
る

係
員
の
指

示
に
従

う

余
震

に
注

意
す
る

地
震
を
感

じ
て

慌
て
て
外
へ

飛
び
出

さ
な
い

扉
を
開

け
る

安
全
な
建

物
へ
入
る

広
い
場

所
へ

避
難

・
移

動

高
台
へ
移

動
す
る

指
定

さ
れ

た
避
難
場
所

に
移

動

安 全 な 場 所 に 移 動

塀
や
電
柱

か
ら
離
れ
る

大
き
な
家

具
に
身
を
寄
せ
る

地
震
発
生

ま
で
に

と
っ
た
行

動
に
よ
り
選

択
基
準
が

変
わ

る

環
境

条
件

危
険

の
発

効
基

準
危

険
（e

）
（
危

険
発

効
時

）
人

が
体

験
す
る

困
難
な
状
況
（
E
）

①
(1

)
①

(2
)

②

③

③

：
資

料
１
で
の
検

討
項
目
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